






















第 41 回全日本中学選手権競漕大会新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン概要 

３ 大会参加に係る前提条件（ガイドライン 1P） 

（１）大会出場団体にあっては、各都道府県または選手所属校・クラブ等において活動が認められていること。 

（２）所在する都道府県において緊急事態宣言が大会当日に発出されている団体は大会出場を見合わせていただ

く。 

（３）「感染または感染が疑われる場合の参加判断基準」別表１を参照し、参加が認められる状態にあること。 

４ 本大会の開催（ガイドライン 2P） 

（２）全国の感染状況やスポーツイベントにおけるクラスターの発生状況、開催自治体の要請等により、大会の

中止または規模縮小などの適正な対応を行う。 

上記に関わらず主催者が感染症対策のため有効であると判断した場合は、参加クルー数・競技種数・レー

ス距離・競技日程の短縮等、大会規模を縮小して開催する。 

（３）本大会の開催については、下記の対応を前提として実施する。 

①無観客での開催。 

②開会式は行わない。7 月 10 日第１レースの前に会場放送による開始式を実施する。 

③代表者会議はリモートで行う。（新型コロナウイルス感染状況により変更の可能性あり。） 

④表彰式はレース終了後、表彰者を優勝者全員、2・3 位 2 名までとし順次 AQUA 未来（艇庫）前にておこ

なう。 

⑤大会に関わる全ての者が健康スクリーニング(14 日間)を行い、大会に参加する。 

５．大会参加者及び大会主催者(運営スタッフ)の遵守事項（ガイドライン 2~４P） 

（２）大会参加者 

３）大会会場での行動・時間ルール 

①健康チェックシート提出受付は、受付場所や選手控え所の混雑（密集）を避けるため、原則、発艇時刻

の2 時間30 分前からとする（例／午前10 時発艇レース出場の場合、午前7 時30 分から）。 

②①に定めた受付時刻よりも早く会場入りする場合は、テント内での密集または他チームとの接触を避け

ること。 

③ウォーミングアップは、2 時間前から行うことができるものとする 

④レース後は速やかにクールダウン等を行い、レース終了後は、賞状等を受け取るクルーを除き、可能な

限り早めに会場を後にすること。なお、複数種目の出場団体にあっては、来場した車両内で待機するな

どし、時間調整を行うこと。 

⑤各チームで大会会場内まで帯同が可能な者は、各チームの監督・コーチとする。 

 ４）マスク着用のルール 

マ
ス
ク
着
用 

１ 屋内での活動時全般（トレーニング時を除く） 

２ 桟橋、配艇場（出艇・帰艇の補助、リギング等） 

３ チームミーティングなどの会話時 

４ 移動時 

マ
ス
ク
不
要 

１ 屋外での活動時で、２ｍ以上の間隔が確保できる場合。 

２ アップ、クールダウン時 

３ トレーニング時 

４ 乗艇時（レース時）※ただし、舵手はマスク着用する。 

５ 水分補給時、食事中 

※ 


